
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
接着材容器の開口部に着脱自在に備え可能な接着材用塗布具であって、塗布具本体は、同
軸状の基側の柄部と中間の栓部と先側の塗り部からなり、柄部は、前記開口部に着脱可能
に備えられた状態で、開口部の外側に位置して、握り操作可能に形成し、栓部は、前記開
口部に着脱可能で且つ開口部を密閉状に閉じ可能に形成

塗り部は、各繊維が球心から放射状
に展開していて、この放射状の隣り合う各繊維間に多数の接着材保有間隙を保有した球形
状であると共に、塗布面を球形面で形成してあることを特徴とする接着材用塗布具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は接着材用塗布具に関し、さらに詳しくは、被塗布面が例えば塩化ビニール製の管
や継手等のように曲面であるものに有用な接着材用塗布具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
塩化ビニール製の管や継手を塩化ビニール系の接着材で接続する際、従来使用されている
刷毛では、刷毛の塗布面積が少ないために、接着材の塗布作業を径が太くなるのにしたが
い数回に分けて塗布しなければならないでいる。ところが、塩化ビニール系の接着材は速
乾性であるため、数回の塗布中に乾いてしまい、接着材による接続作業に難儀しているの
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してあると共に、外径を柄部の径
よりも大径にして、栓部上面部に押し面部を形成し、



が実情である。
また、従来の刷毛では、被塗布面に対して刷毛をほぼ立てた状態でないと塗布することさ
えできないという塗布方向の制限があるため、刷毛を管や継手の軸線周りにほぼ一周させ
ることによって塗布しており、作業スペースが確保されている場合でも面倒であって、作
業スペースが片側しか確保されていない場合には塗布すること自体ができない不備があっ
た。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
解決しようとする課題は、管や継手等が太くても手早く確実に塗布することができて、し
かも、作業スペースが片側しか確保されていない場合でも確実に塗布できる使用上の優位
性が高い接着材用塗布具を提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明は前記した課題を達成するため、接着材容器の開口部に着脱自在に備え可能な接着
材用塗布具であって、塗布具本体は、同軸状の基側の柄部と中間の栓部と先側の塗り部か
らなり、柄部は、前記開口部に着脱可能に備えられた状態で、開口部の外側に位置して、
握り操作可能に形成し、栓部は、前記開口部に着脱可能で且つ開口部を密閉状に閉じ可能
に形成

塗り部は、各繊維が球心から放射状に展開していて、この放射状の隣り合う各繊維間
に多数の接着材保有間隙を保有した球形状であると共に、塗布面を球形面で形成してある
ことを特徴とする。
【０００５】
ここで前記した球心とは球の中心である。そして、本発明における塗布具本体は、塗布部
を除いて、同一体の成形品であっても良いし、柄部および／または栓部を別体の組み合わ
せ態様としても良い。また、塗布具本体の材質は、塗布部を除いて、ポリプロピレンまた
はプラスチック等の合成樹脂製或いは木製若しくは金属製、その他の材質のものであって
も良い。例えば、栓部のみをゴム製にしても良い。塗布部を形成している繊維は、ストレ
ート繊維或いは巻縮繊維のいずれであっても良いし、材質はポリプロピレン繊維等の合成
繊維が望ましい。
【０００６】
【発明の実施の形態】
図１には本発明の接着材用塗布具における実施の１形態を例示しており、塗布具本体１は
、同軸状の基側の柄部２と中間の栓部３と先側の塗り部４で構成されている。柄部２は、
握り操作し易い棒状に形成していて、栓部３が接着材容器５の開口部５ａに着脱可能に嵌
合された状態で、開口部５ａの外側に位置するようにしてある。柄部２における指当て部
２ａはなくても良い。柄部２および栓部３ならびに杆部１ａはポリプロピレン製の一体成
形品である。
【０００７】
栓部３は、開口部５ａに対して着脱可能で且つ開口部５ａを密閉状に閉じ可能な逆円錐台
形状に形成してある。また栓部３は、外径を柄部２の径よりも大径にして、栓部上面部に
押し面部３ａを形成することで、この押し面部３ａに指を押し付ける等して開口部５ａの
閉栓操作をし易くしている。
【０００８】
塗り部４は、球形状にして、球形面を塗布面４ａとして形成している。この球形面からな
る塗布面４ａは、球心から放射状に展開している各繊維４ｂ先端で形成されている。そし
て、この放射状の隣り合う各繊維４ｂ間には多数の接着材保有間隙４ｃを塗布面４ａと相
互に連通状に形成している。各繊維４ｂはポリプロピレン製のもので、球心部位において
針金等の線材４ｄにより結束されることで放射状を呈している。かかる塗り部４は、線材
４ｄを栓部３から延びる杆部１ａ先端に埋設状に止着することで一体的に固定してある。
【０００９】
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してあると共に、外径を柄部の径よりも大径にして、栓部上面部に押し面部を形成
し、



杆部１ａは先細状に形成していて、球形面からなる塗布面４ａが最大面積を確保し得るよ
うにしてあると共に、杆部１ａの長さを、閉栓状態で塗り部４が接着材容器５内の底近く
まで達する長さ比に形成することにより、閉栓時に接着剤を塗布面４ａおよび各繊維４ｂ
間の多数の接着材保有間隙４ｃに確実に保有して、塗布に備えられるようにしてある。
【００１０】
【発明の効果】
Ａ．請求項１により、塗布面が球形面で、この球形面からなる塗布面を形成している各繊
維間に球心近くより放射状に展開している多数の接着材保有間隙４ｃを保有しているため
、塗布面の塗布面積が大きくて、しかも、塗布方向の制限が最小限に抑えられていること
で、管や継手等が太くても手早く確実に塗布することができ、そして、作業スペースが片
側しか確保されていない場合でも確実に塗布でき、使用上の優位性が高い。

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の接着材用塗布具における実施の１形態を例示している正面図。
【図２】一部切欠して示す拡大正面図。
【図３】使用状態を示す斜視図。
【符号の説明】
１　塗布具本体
１ａ　杆部
２　柄部
２ａ　指当て部
３　栓部
３ａ　押し面部
４　塗り部
４ａ　塗布面
４ｂ　繊維
４ｃ　接着材保有間隙
４ｄ　線材
５　接着材容器
５ａ　開口部
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また、閉栓時には、栓部における押し面部に指を押し付ける等して行なうことで開口部の
閉栓操作がし易い。



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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